
 

  

ふと足元の砂に興味を持ち、手で触

れて確かめているのは０歳児です。

体の色々な感覚を働かせながら、認

識する世界を豊かにしていきます。 

湿った砂の感触を確かめる

ように手を使ってカップに

入れたり、道具を自分なり

に使ったりしているのは１

歳児です。 

お店のカウンターのような場所で、美味しそうに砂で作ったものを口

に運ぶ『ごっこあそび』をしているのは２歳児です。自分が体験した

ことをイメージして再現できるようになってきます。 

ロープを使って自分の力で登っていくのは、

３歳児です。上まで行くと斜面がこどもたち

の大好きなすべり台に変わります。 

『積み木つみ』に夢中になっているのは４歳児です。高く

積もうとする中で、友だち同士で役割分担をすることに気

づいたり、椅子を使うことを考えついたりと、遊びの中で

様々な学びがあります。 

園内には給食室がありま

す。今日使う食材の下準備

の手伝いをしているのは５

歳児です。 

季節の野菜を育てていま

す。収穫したものをどのよ

うに食べるのかお家の方に

も教えてもらいながら決め

ています。 

「今日はどうする？」と 

友だちと相談しながら、小

さいクラスの友だちと一

緒にアスレチックを作る

のは５歳児です。みんなで

協力して楽しい事を考え

ます。 


